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日時：２０１１年８月６日（土) １３：３０～１５：３０ 
場所：南九州大学　都城キャンパス　学生交流会館 

磯部 前回は「デンマークの教育に学ぶ」という
ことで、デンマークの森の幼稚園で働いておられ
る日本人の加藤幸夫さんにお話をいただきまし
た。その時の大盛況ぶりに味を占めまして、今回
は第２回目ということで、舞台は沖縄です。簡単
に講師の方々の紹介をさせていただきます。
 仲良く並んでおられるお二人ですが、まず左の
ほうが遠藤晃先生、宮崎県出身です。動物の生態
学がご専門で、長年、長崎とか沖縄の離島でシカ
の研究をされてきました。シカの好きなところは
つぶらな瞳ということをどこかで書かれていまし
た。この１０年ほど、きょうの舞台である慶留間の
小学校で、子どもたちと一緒に研究をする中で気
づいたことをお話ししていただく予定です。本学
の教員です。
 もう一方が仲村出先生、沖縄の慶留間小学校で
教員をされています。沖縄県出身でいらっしゃい
ます。沖縄の北中城小学校、津覇小学校、中の町
小学校を経て、昨年度からこの慶留間小学校に勤
務されています。現在３、４年生の複式学級の担
任をされています。ちなみに複式学級というのを
ご存じですか。へき地の小学校では人数が少ない
ということで、学年ごとではなく１、２年、３、
４年という複数の学年で学級編成をすることがあ
りますが、そこの３、４年生の担任をされていま
す。
 では早速、遠藤のほうから、「沖縄における自
然を活かした環境教育とその意義」ということで
お話をさせていただきます。

遠藤　晃／南九州大学
　「沖縄における自然を活かした環境教育
とその意義」

遠藤 ただいま紹介にあずかりました遠藤です。
きょうは天気の悪いなかお集まりいただきまして
ありがとうございます。
 この講演会のタイトルは「子どもがいきいきと
語りだす授業」ということで、第一部では私が沖
縄の小学校との関わりの中でいろいろなことを考
えてきたわけですが、そのお話をさせていただき
ます。第二部では、仲村出先生がこの小学校での
取り組みについて、とくに昨年、本土の大きな学
校から赴任されてきて、そこでどういう戸惑いな
り、どういう状況だったかをお話をしていただく
流れになると思います。それでは早速私の話を始
めます。
 お話の舞台は沖縄県の離島の小さな小学校、沖
縄本島の西４０㎞ぐらいにあります慶良間列島と呼
ばれる、行政区で言いますと渡嘉敷村と座間味村
という二つの村になりますが、そのうちの座間味
村にはシカが棲んでいる島が４つあります。もと
もと私はシカの生態が専門でありまして、このシ
カを調べに行ったのが沖縄との最初の関わりにな
ります。
 きょうのお話は、仲村先生が勤務されている慶
留間小学校、それともう一つの阿嘉小学校が舞台
になります。ちょうどいま台風が居座って島は大
変なことになっています。仲村先生は３日前から
都城に入っていただいて、台風に備えて早めに来
ていただきました。
 子どもたちがいきいきと語りだすということで
すけれど、これはこの６月に沖縄の琉球大学で開
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催された沖縄生物学会という、沖縄で生物を研究
する研究者がみんな入る学会がありますが、この
写真を見てお分かりのように１５０名ぐらいの生物
の研究者を前にして小学校４年生、５年生の子ど
もたちが発表する。これは昨年に限ったことでは
なくて、この前の年は阿嘉小学校の子どもたち、
その前は慶留間小学校の二つ上の先輩たち、さら
にその前は阿嘉小学校、その前は慶留間小学校と
ほぼ毎年、どちらかの小学校の子どもたちが、自
分たちが調べた成果を学会に発表するということ
を続けています。ちょっと、その様子をご覧いた
だきます。

（学会発表の映像が流れる)
児童１：『さっきやったばかりのような糞が枯葉
の上にありますが、糞はこの黒いものです。見つ
けたときはびっくりしました。食べ物がないのに
どうして糞が落ちているのか。別の場所でえさを
食べて糞をしている。ぼくたちは初めて、シカは
時間をかけて食べ物を消化するということが分か
りました。まとめ、シカは…』
 
児童２：『ハイビスカスを顕微鏡で見てみると前
回見たものとは色が違っていますが、花びらの薄
さとちぎれ方などが似ていました。まとめ、糞の
中を顕微鏡で見てみると、シカはおもに草や葉っ
ぱを食べていることが分かりました。また調べた
結果、私たちの考えでは、赤いものはハイビスカ
スの花ではないかと予想しました。地域の人たち
もハイビスカスの花を食べているのを見たことが
あると話していたからです。今度調べたいこと
は、なぜシカの糞の色は黒なのかを調べてみたい
です』

 いまお見せしたのが今年の６月に子どもたちが
発表したものです。本当に１５０名ぐらいの専門家
の前で発表しますし、その後に質問が来るんです
ね。意外に研究者が気づかない発見を子どもたち
がするものだから研究者も真剣に質問してきたり
するんですが、それにも子どもたちは答えること
ができる。こういうシーンを毎回見てきたわけで
す。

 では話を総合学習、総合的な学習の時間へ。こ
のサブタイトルを「総合学習から学会発表へ」と
付けましたが、総合的な学習の時間というのは一
体どういうものなのかというと、「自ら課題を見
つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よ
りよく問題を解決する資質や能力を育てることを
ねらいとする」。これが総合的な学習の時間。平
成１４年度からこの時間が作られてきたわけです
が、その下に線を引いてあります。「大きな成果
を上げている学校がある一方、当初の趣旨、理念
が必ずしも十分達成されていない状況も見られる
ところである」
 いまの文科省の、先程学長のほうから「人間
力」「生きる力」、そういう言葉がありましたが、
そういうものを育てることが総合的な学習の時間
にはすごく求められている。一方でそれがなかな
か学校現場ではできていないことも多い。こうい
うことがあるわけです。
 それを学習指導するときにどういうことを注意
してやるか。問題解決的な活動、探求的な学習と
か、共同的な学習、思考力、判断力、表現力など
をはぐくむ言語活動の充実を図る。それから環境
学の関連。こういうことを意識して学習指導は
やってくださいよということが言われているわけ
です。私はもともとシカの生態が専門ですが、子
どもたちとの関わりの中でいまのようなことがだ
んだん見えてきた。そういうお話をこれからさせ
ていただきます。また、先程の子どもたちの学会
発表の話などを紹介しますと、そこのところをト
ピック的に扱われて、「すごい！シカ博士をいっ
ぱい育てているね」という話になるんですが、私
はシカの研究者を育てるのが目的ではなくて、一
つの手段というか手法としてシカ研究というのを
使っている。そういうお話をしていきたいと思い
ます。
 ケラマジカの生態研究のために沖縄へ 始まり
は沖縄の島です。もう３年か４年ほど前にNHK
の「ダーウィンが来た！」という番組で、海を渡
るシカの番組があったんですけれど、その舞台と
なったのが慶留間島、阿嘉島。もう少しケラマジ
カの話を簡単にしますと、シカは日本中に棲んで
いて、棲んでいる場所でいろいろ違いが見られ
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る。それは形態的な違いであったり、社会の違い
であったり。棲んでいる場所でシカが変わってく
るという、そこが興味の根本にあります。
 沖縄にはこの慶良間列島にだけシカがいます。
じつは沖縄にシカがいることを知らない沖縄の人
が、とてもたくさんいるんですね。それはなぜか
といいますと、このケラマジカ、もともと沖縄に
いた生き物ではないんです。いまでいう移入種と
いうことになるんですが、移入された時期は４００
年前。ちょうど薩摩が琉球に侵攻していって琉球
を支配下に置いていた。その時代背景の中でどう
も鹿児島からシカが運ばれているということが、
文献的にも分かっていますし、いまDNAを調べ
ますと、どうも鹿児島のある地域にとっても似た
DNAの型があるということで、鹿児島から運ば
れたということが、ほぼ確定されている。
 じゃあ、なぜということなんですが、これは
「シカを送った」、「生鹿二十」と書いてあり、「生
鹿を２０頭送ってくれ」とか「送るよ」というやり
取りの文書が残っています。なぜこれを送ったか
というと、いま考えられているのは、薩摩は琉球
を介して直接交易できなかった中国との貿易を始
めたわけですね。その利益を薩摩藩財政危機を補
うために使っていたと言われています。その時に
琉球は中国の属国になっていたんですね。緩い支
配下にあったということ。緩い支配下にあると、
必ず中国から定期的に役人が来て、その役人をも
てなす。いろんな接待をする。その時の料理のお
品書きの中に、ジュゴンであったり、タウナギ、
イノシシ。シカというのがあります。このとき琉
球にシカはいませんでしたから、おそらく中国の
お客さんに出すためにシカを運んだんだろうとい
うことが、この文献からも想像されています。
 歴史的には非常におもしろい、歴史のあるシカ
ということで天然記念物に指定されています。日
本で天然記念物に指定されているシカは、奈良の
シカと、このケラマジカの二つだけです。奈良の
シカも生き物としては別に珍しいものではないん
ですが、神様がシカに乗って奈良に降りたという
話、文化的な価値があるということで、指定され
ています。
 われわれ生物学の専門にとっては、どういうお

もしろさがあるかというと、もともと鹿児島とい
う温帯に棲んでいたシカが亜熱帯という環境に連
れて行かれたときにどう変わるか。そこが生物学
的に興味のあることです。よく言われるのは非常
に体が黒くなるということ。この写真では背中に
カラスがとまっているんですが、カラスと同じく
らい体が黒い。そういう傾向が見られます。
 小学生の個人的なシカ研究 子どもたちの話に
戻します。この座間味村で子どもたちとシカの研
究を始めるに至ったきっかけは、一人の少年がシ
カの研究を始めたことによります。いまこの玉那
覇秀也くんという、当時小学校４年生かな。４年
生の男の子が、それまでこの島に子どもたちがた
くさんいるんですが、シカのことを調べようとい
う子はいなかったんです。この子は、左にいるお
母さん、学校の先生ですが、先生として赴任され
た慶留間島で小学校に通って、そこでシカという
ものが沖縄本島にいませんから非常に興味を持っ
て、それを調べたいということで始めた。これが
きっかけです。逆にいうと、ずっと島に住んでい
る子どもたちにとってシカというのは日常の中に
いるものだから、あまり興味を持たないというこ
ともいえるかと思います。
 当時住まわれていた宿舎の裏に毎日のようにシ
カが出てくるので、これを数えようということ
で、これを子どもがカレンダーに一日６頭出てき
たとか、多いときには１４頭出てきたとか、そうい
うことを記録していっている。この子の研究の相
談にのってくださいということで、教育委員会に
言われて関わったのが最初なんです。その時は私
もシカの研究者として関わりができるので、とに
かくいろんなことを教えてやろうという構えで行
くわけです。もっとオスとメスと分けたらいいと
か時間で分けたらいいとか、本当にこまごまやっ
ていたわけなんですが、ただこの研究はそこから
あまり発展はしていかなかったんですね。
 これは別の子どもが３年生のときに書いたも
の。シカは慶留間島では畑を荒らすので地域では
害獣という扱いが強いので、地域の人がどう思っ
ているか、われわれはなかなか怖くて聞けないん
ですけれど、地域の子どもたちはそんなことはお
構いなしに、おじいさん、おばあさんたち、住ん
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でいる方に「ケラマジカ好きか嫌いかアンケー
ト」を、突撃インタビューをして回っている。そ
うするとこのおばあさんは遠くから「シカは嫌い
さー」と、まだ子どもたちが近づく前から答えて
いる。それぐらいシカは嫌われていることが分
かった。でも子どもたちが、「じゃあ何で嫌いか」
ということを聞いていくと、「畑を荒らすからだ」
と。畑を荒らすけれど、じつは昔は、これがそれ
を調べたグラフですが、昔は畑にシカはおりてこ
なかったわけで、「その時は人が山の手入れをし
ていたよ」という話を子どもたちは聞いてくるわ
けですね。
 だからシカが好きか嫌いかのインタビューなん
だけれど、最終的にはいま日本中で問題になって
いる里山管理がなされていないために、野生生物
が増えている。そういうところに行き着いている
わけです。
 シカ研究が小学校の総合学習へ 当初はこのよ
うに子どもの個人的な研究で関わったんですが、
その次に、このケラマジカの保護のためには学校
教育の中でケラマジカを扱うことが有効ではない
かと思い始めて、そこで教育委員会と話をしまし
た。教育委員会も「それはいいね」という話で、
ケラマジカ研究を小学校の中でやらないかという
投げかけを学校にしていただきました。
 当時の慶留間の中村校長先生という方がたまた
ま慶留間出身の先生だったものですから、自分た
ちが住んでいる地域のことを子どもたちにはぜひ
知ってほしいということで、ケラマジカ研究に取
り組みました。取り組み方も、３、４年生の２年
間はケラマジカ研究をやりますとカリキュラムの
中に決めてしまったんですね。ただ、ケラマジカ
の何を調べるかということは決まっていない。と
にかくケラマジカに関することを調べなさいとい
うことを決めたわけです。それで２００２年にそうい
う話が出て、２００３年から本格的に学校教育の中で
ケラマジカの研究が慶留間小学校では始まってい
きました。
 ２年間継続してやりますと、すごくまとまった
成果が出てきます。ただその時のやり方であると
か苦労とか先生のふるまい方に関しては、この
後、仲村先生のほうからお話をいただけると思い

ます。子どもたちが一生懸命やったから発表する
というよりは、すごくおもしろい結果が出てくる
ので、もっといっぱいの人に知ってほしいという
ことから学会発表は始まりました。先程説明した
ように、隔年で慶留間小と阿嘉小が交代で発表す
る。中村校長先生と出会ったときにカリキュラム
の中に入れてしまったものですから、離島の先生
ですからだいたい２年、３年で入れ替わっていく
んですけれども、先生が入れ替わろうが校長先生
が入れ替わろうが、この体制でずっと続いていく
ということが、この時できたんです。これを振り
返ってみると、このカリキュラムが固定化したと
いうことが非常に大きかったというふうに考えて
います。これも後で仲村先生から詳しいお話があ
るかと思います。
 ３年生で、まずはとにかく島を歩いて、ケラマ
ジカに関する「なぜ」を見つけるということに時
間をかけると。長いときは１年かかって、３年生
の１年をかけて「なぜ」を発見すると。「なぜ」
が決まったら、その中からテーマを決めて、そし
て研究開始。これをどうやって調べるかも子ども
たちで話し合って決める。そして実際に実験なり
観察なりしてまとめていく。まとめたものは、最
初は学校内の学習発表会なんですが、それをさら
に沖縄の生物学会にいって発表する。こういう流
れになります。
 これは昨年ですね。阿嘉小学校の３、４年生が
発表した研究成果です。この子たちは、ケラマジ
カは非常に身近なんですけれど、先程言いました
ように畑を荒らす害獣といった意識が非常に強い
んですね。それでシカが好きな植物と嫌いな植物
についてとっても興味を持ちました。８名いまし
たから、２つのグループに分かれて、１つのグ
ループはインタビュー班。とにかく島の人に、シ
カが食べる植物、食べない植物を聞いて回って、
いろんな植物が食べられていることを調べてきま
した。
 もう１つのグループは、じゃあシカが食べるの
か食べないのかを何で決まるんだろうということ
を疑問に思って、多分、味とかにおいだろうとい
うことを予想するわけですね。そこで、クワの
葉っぱなんですけれど、クワの葉はシカがものす
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ごく好きなんです。このシカが大好きな葉っぱ
に、マスタードとか酢とか辛子とか蜂蜜とかチョ
コレートとか、ありとあらゆるものを塗って、食
べるか食べないかという実験をするんですね。実
験した結果は、何を塗っても全部食べるという結
果だった。何となくこの実験は失敗したで終わっ
てしまったんです。しまったというか、しまって
いたんですね。
 ところがインタビュー班は非常に大事な発見を
していて、いろんなものが食べられるんだけど、
マリーゴールドだけは食べられてなかったという
ことを聞いてくるんですね。そこで、どうも見て
いると、実験したグループの子どもたちが何か言
いたくてしょうがなさそうな顔をしているので、
この２つのグループを合体して何かやってみよう
かという話を振ってみたんです。
 そうするとうずうずしていた子がすぐに、クワ
の葉っぱにマリーゴールドの味を付けたらどうな
るかという発想で、これをやってみたいと言い出
すんですね。それからいろんな発想が出てくる。
今度はマリーゴールドに大好きなクワの味を付け
たら食べるのか、とか。そんなことが子どもたち
からどんどん出てくるんですね。じゃあマリー
ゴールドで実験してみようじゃないかということ
で、学校の花壇に走っていって摘んできて、どう
やって味を付けようかと。ちょうどその時の校長
先生が化学の先生で、「これはアルコールで抽出
したらいいよ」という話で。校長先生にすごく出
番があった。なかなか普段は校長室から出てこな
いんですが、こういう形で子どもたちから、「校
長先生、すごい」と言われるものだから、校長先
生もだんだんその気になって、いろんなことを教
えてくださった。ほんとに何人いるか分からない
ぐらい手が伸びてきて、とにかくやりたい、やり
たいということで、マリーゴールドの抽出をし
た。子どもたちはマリーゴールドの香水と言って
いましたけれど、この香水を作った。クワの葉に
この香水をかけたらどうなるかという実験をする
んですね。ほかにもラー油とかいろんなものを掛
けてみるんですけれど。そのときの映像です。

（NHKの映像資料を見ながら)
 ナレーション：『島の人々を悩ませるケラマジ
カをもっとよく知ろうと、いま島の子どもたちが
様々な調査を行っています。今回行ったのは好き
嫌いを調べる実験です。専門家が見守る中で子ど
もたちのアイデアから生まれたユニークな実験で
す。ケラマジカの好きなクワの葉に液状のトウガ
ラシやラー油などを吹き付けて食べるかどうかを
調べます。これまでもレモンやわさびなど様々な
食品で実験してきましたが、すべて跡形もなく食
べられてしまいました。シカが食べたという証拠
を撮影するため無人カメラも設置しました。その
夜、シカの姿がはっきりと映っていました。翌
朝、子どもたちが結果を見に行きました。葉は引
き抜かれただけでほとんど食べられていませんで
した』
 知りたくて話したくて、うずうず、いまお見せ
したような実験をして、翌朝、子どもたちは見た
くてしょうがないから走っていくんですが、じつ
は朝、学校に行きますと掃除の時間で、子どもた
ちは掃除に一生懸命になって。掃除が終わると次
の授業が始まるということで時間が無いので、結
果は、近くの子が代表してカメラを持ってくると
いうことになっていて、結局自分たちがやった実
験を最後まで見れないという状態だったのです。
校長先生にお願いして、これを見せに行かせるこ
とはできないかと言ったら、映像にあるように、
子どもたちはすっ飛んでいって結果を一生懸命見
ている、ということになったんです。
 それから学会発表の話ももう一つあるんです
が、やはり学会での発表ということで、先生たち
も子どもたちをトレーニングするんですね。ポス
ターで発表するんですが、そのポスターの文字を
一言も間違えないように。文章自体もほとんど先
生たちが作ってしまっていたんです。その文章を
子どもたちは一生懸命覚えようとするんだけど、
どうしても覚えきれなくて間違えてしまう。間違
えて詰まってしまうと、「もう、俺はだめだ」み
たいなことを言い出すんですね、子どもたちが。
言葉なんか間違ったら変えてもいいというような
ことを言うと、その一言で、子どもたちは自信に
満ちた発表ができました。自分たちで思いついた
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実験なので、自分たちの中に内容があるはずなん
だけど、最終的に発表する段階で、ポスターに書
かれている文字を間違いなく読むということが目
標になってしまって、自分の中にあるものが逆に
出てこなくなってしまう。そういうことが、実際
に起こったという話です。
 小さな学校から教育を考える いまの慶留間小
学校の話なんですけれど、２年から３年で先生方
は転任されていきますが、沖縄の本島に戻った先
生ですね。慶留間で子どもたちとシカ研究をした
先生が、戻った学校で同じようなことができない
かと。沖縄本島ですからシカはいないんですが、
学校にチョウチョが飛んでくるけど、これを使っ
て何かできないかねという相談をされてきたんで
すね。これも別に意図したことではないんです
が、そうやって考えると、どうもこの先生は慶留
間小学校で子どもたちの指導をする中で、身のま
わりにある自然を使った教育をやってみようとい
う意識が芽生えたんじゃないかと思うんです。こ
れがその授業なんですが、本当に校庭にある葉っ
ぱを採ってきて形を作るというところで、いろん
な仕掛けをして、やった授業です。
 そんなふうに考えますと、いまこの離島なんで
すが、虎の穴って、昔のタイガーマスク世代は分
かると思うんですが、トレーニングの場とイメー
ジしていただければと思います。
 離島を２年、３年で回ってきた先生方、この離
島の小学校に来たときにこういう環境教育をただ
文章とか本とか研修とかで学ぶのではなくて、本
当に実地で子どもたちと関わりを持ちながら学ん
でいく。そうやって経験をした先生方がまた本島
に戻ったときに、新しい学校で、もちろん規模は
大きくなりますが、そこでまた同じようなテイス
トを持った、もちろん同じことはできないんです
が、同じ意識を持って子どもたちの教育に当たる
ことができるんじゃないかと考えます。
 宮崎でも始まった取り組み そうしますと、じ
つは宮崎も山間部の小さな学校が多いんですが、
小さな学校というのは子どもの数は少ない、自然
が豊か、地域のつながりが強い。逆に考えますと
こういう環境教育を子どもたちがやるということ
だけでなくて、先生方がこの環境教育を教えるト

レーニングをする場として再認識することができ
るんじゃないか。だからこういう小さな学校は経
済効率からいくと悪いということでだんだん統廃
合ということになるわけなんですけれど、逆に考
えるとすごく理想的な教育ができる場として位置
付けられるんじゃないか。
 このことは、私が２年前ここに赴任してきて、
きょう来られている、勝手にお名前を出して申し
訳ないですが、丸野小学校の坂元校長先生。昨年
まで御池小学校にいらした先生との出会いという
のがありました。御池の小学校、宮崎の方はご存
じと思いますが、本当に森の木立の中にとっても
夢のある小学校がある。これが御池小学校。私も
宮崎の人間ですから、すごくこの御池小学校のこ
とが気になっていて、本当にたまたまなんですけ
れど、この御池小学校を訪問したときに坂元先生
との出会いがありました。それで慶留間小の話を
しましたら、すごく興味を示していただいたと同
時に、御池小学校も同じような位置付けができる
んじゃないかと。つまりいま御池小学校の先生方
が子どもたちの環境教育に携わるということ。そ
ういう場として位置付けることができるんじゃな
いか。もちろん子どもたちもすごく丁寧な教育を
受けられる。そういう場としてへき地の小さな学
校というのは意味がある。それは沖縄の慶留間小
学校のことを坂元先生はおっしゃったんですけれ
ど、そういう言葉をいただいて、ああそうかと、
私も思ったんです。
 いまは岡村校長先生に代わられたんですが、今
年度から３、４、５、６年生の総合学習で御池小
の周りのシカの研究が始まりました。新燃岳が噴
火したあとで、森の中にも火山灰が１０㎝くらいた
まっていて、噴石が飛んでくるかもしれないとい
うのでマスクとヘルメットで森の中を歩いて、シ
カの観察をやりました。本当に食べ物もないとい
うところなんですけれど、こういうところで鹿の
糞であるとか足跡であるとか、皮をはいだ跡だと
か、そういう痕跡をずっと見て歩いているところ
です。
 じゃあ、シカがいないとこんなことはできない
かというと、じつはこれも勝手にすみません、写
真を出していますが。坂元先生が丸野小学校に移

4報告03-遠藤　晃.indd   202 2012/03/19   18:10:36



－ 203 －

遠藤・仲村：「子どもがいきいきと語り出す授業」

られて、丸野小学校は畑、田んぼの中にあるよう
な学校で、もちろんシカとかいないんですけれ
ど、そこで身近な自然を使ってできることはない
か。ちょっと規模も大きくなりますけど、そこで
できることはないかということで、この一学期で
すね、４年生の総合学習で丸野の自然探検という
ことで取り組みをやりました。
 これもただ調べるだけではなくて、例えばヒメ
ジオンとかハルジョオンとかあるんだけど、図鑑
で調べると、このヒメジオン、ハルジョオンは草
丈が３０㎝から１mくらいと書いてある。本当に丸
野のヒメジオンはそうなのと聞いたら、じゃあ
測ってみようかという話になって。それで測って
みると、一番高いのは１９７㎝あった。そういうこ
とを子どもたちは見つけるわけです。必ずしも図
鑑に書かれているとおりではないということも
知っていく。
 子どもたちはとってもきれいな植物、学長がい
ま首を前に伸ばしましたけれど、コケが専門の学
長は分かるんじゃないかと思いますが。写真が少
し悪いですが、クラマゴケ、コンテリクラマゴケ
という、この名前が分からなかったんです。とっ
ても青色で光ってきれいな植物で、子どもたちが
興味を持って、持って帰ってきていて、一生懸命
図鑑で探すけど名前が分からなくて、もう自分た
ちで名前を付けようと話をしていた。ある子がエ
メラルドとか、あるいはサファイヤとか。なぜか
男の子がバンドウエイジと言ったものですから、
じゃあどれにしようかと話しても決まらないの
で、これはエメラルド・サファイヤ・バンドウエ
イジにしておこうということで。本当の名前が分
からなかったらそれでいこうなと話していたら、
すぐに見つけてコンテリクラマゴケと分かった。
コンテリというのは聞きなれないんですが、紺色
に照る、輝くですから、エメラルドとかサファイ
ヤとかそういうことをイメージする。バンドウエ
イジはわからないですが、最初に名前を付ける人
もそういうイメージで名前を付けている。その時
に何をやっているかといったら、植物の特徴を見
ているわけですね。それで名前を付けているとい
うことを子どもたちは学びました。
 この写真は、用水路で一人の子が手を突っ込ん

だら、みんなが並んで手を突っ込み始めて、水
の流れの速さであるとか、そこにいる生き物だ
とか、そういうことに興味を持ちました。この写
真は、鳥のことを調べていたグループが、ツバ
メは１日に２００回、えさを運んでくるということ
を文献で調べてきて、これも丸野のツバメはそん
なに働いているのかと聞いたら、じゃあ調べてみ
る。学校にツバメの巣があるから、この休み時間
はぼくがやるから次の休み時間はあなたねと役割
分担をして調査研究を始めているわけです。自分
の家に鳥の巣がある子は休みの日に、朝から夕方
まで見て、７０回から８０回運んでくるというのを数
えている。それを持ち寄って、最後に発表しなく
ちゃいけないんだけど、どうやってまとめようか
と言ったら、子どもたちすぐに、グラフにすると
言うわけですね。算数か理科で習ったグラフを使
いたくてしょうがないんだと思うんですけど。最
後におもしろいのは、日によって観察した時間は
違うんですけど、１時間当たりになおすと大体５
回という数字が出てきて。それは子どもたち一生
懸命割り算をして、そこで算数の要素というのも
入ってくるわけですね。
 こちらの子はヒメジオンを測った。ヒメジオン
を５０本、６０本と測ったんですけど、これも平均を
出すということで、全部足して割ってということ
をやった。平均というのはまだ習っていなかった
んですが、そういう計算ができたということに喜
んでいる子どもがいる。算数の楽しさとかそうい
うことを、子どもたちは感じているんじゃないか
と思います。
 各グループが発表した後に質問の時間をつくる
と、同じ経験をしているので、いろんな質問があ
るんですね。活発にやり取りもできていました。
自然を活かして育むもの これまで沖縄の話と宮
崎の話を駆け足でみてきましたけど、子どもた
ちの「人間力」だとか「生きる力」とか、「主体
性」とか、こういうものを育てるために、いまの
話を少し整理してみると、まずは子どもたちにい
ろんなものを見せるということ。そこでいろんな
ことを見て発見しているので、これを出す場をつ
くっていく。いろんなとんでもない話も出てくる
んですけど、まずはこれを受け入れてみようと。
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もしおかしければそれを「おかしいだろう」では
なくて、「じゃあどうなの」と問いかけて逆に質
問する。すると子どもたちは一生懸命答えようと
して、もしおかしなこと、矛盾点があれば、そこ
で子どもたちが気づく。こういうことを、どうも
やってきたんだなと感じるわけです。
 今日ご紹介した話は、最初にこうしようと思っ
てやったというよりも、いろんな流れの中で、結
果的にこういうことが起こっていて、それが子ど
もたちの学会発表にまでつながるような話になっ
ているんだというふうに感じています。
 最後になりますが、いろんな教育のモデルとし
て、例えば北欧に視察に行こう！とそんな話があ
るわけなんですけど、意外に日本にもそういう教
育の理想というものはあるんじゃないかというふ
うに言うことができる。スライドには慶留間に行
こうということが書いてありますけど、御池に行
こう、丸野に行こうということもできるんじゃな
いかと考えています。

磯部 では、第二部に入りたいと思います。「子
どもがいきいきと語りだす授業」慶留間小の取り
組みということで、仲村出先生にご報告をいただ
きたいと思います。

仲村　出／座間味村立慶留間小学校
　「子どもがいきいきと語りだす授業」

仲村 よろしくお願いします。座って話をさせて
ください。きょうは遠方からわざわざありがとう
ございます。一番遠いのはぼくかなと思いますけ
ど。いま沖縄は台風が来ていて、慶留間小にさっ
き電話してみたら、体育館に雨漏りがしていてみ
んなあたふたしているそうです。猫の手も借りた
いと言っていましたので、「がんばってくださー
い」とエールを送りました。土曜の午後、お茶で
も飲みながらということだったので、多分今頃か
ら眠くなるんじゃないかなと思いますが、どうぞ
気軽に聞いてください。ちょっとぼくのほうもこ
んなに急いで来るとは思わなかったので、資料の
ほうも遊びというか悪ふざけも入っていると思い
ますけど、少しでも参考になればと思っていま

す。
 慶留間小学校と子どもたち 慶留間小学校です
ね。子どもがいきいきと語りだす授業ということ
ですが。まず１年生は２人、２年生は１人、３年
生が３人、４年生はいません。５年生は１人、６
年生２人の計９名の小学校です。きょう多分ここ
にいらっしゃる皆さんで慶留間島の人口を超えて
います。慶留間島は５０名しか、６０名を切って、５０
名しか住んでいません。
 子どもたちから紹介させてください。昨年度私
が担当した児童です。いつも探検する森の入り口
で撮ったものなんですけど、「写真撮るよー」と
言ったら、ちょっと変身したいということで、後
ろのうちから走ってこの格好で来ました。女の子
はケラマジカで、男の子はなぜか地デジカ。アナ
ログ放送終了まで４カ月ですね。ちなみに頭はト
ナカイなんですけど、シカと言っています。この
ような子どもたちを担当していました。昨年の３
年生の船附知将くん。４年生です。女の子が、糸
嶺春華さん。５年生です。この写真を見ただけで
も、いきいきと語りだそうとしているのが分かる
と思いますけど、いきいきというか、がつがつ
しゃべる子たちです。
 これは総合の調べ学習の様子です。森に入る前
に、シカ探検に双眼鏡を持って、野鳥も一緒に観
察しようということで、実際にサギを調べていま
すね。特徴をとらえて野鳥図鑑でサギを調べてい
るところです。自分たちで調べることが身につい
ていました。
 そして、糞の匂いをかいでいるところです。２
人とも平気で触ることができます。ぼくはあんま
り触りたくないんですけど。普通は乾燥したもの
しかさわらないんですけど、この子たちはやった
ばかりのヌメヌメとしたものを触っている。この
匂いを平気でかいでいるたくましい子たちです。
糞を集めているところです。この子達は糞を調べ
たんですが、実際、無意識で糞を取りながらポ
ケットに入れたりして、おうちに帰って洗濯した
お母さんにとっても怒られたそうです。
 ２人で糞の中を調べているところです。とても
いいコンビですね。本当に息の合った仲良し二人
組でした。
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 これは本年度の３年生です。左から中村和寛く
ん、そして真ん中が渡口怜くん、右が大村加奈子
さんです。写真は沖縄最大のショッピングセン
ター、サンエーというところです。島の子たちは
このサンエーが憧れの場所で、たまに家族で行っ
たりして島に戻ってきたら、「サンエーに行って
きたよ」と声を弾ませて報告してくれます。
 調べ学習ですね。角のとぎ跡を発見しました。
大体同じ木にとぎ跡があって、いろんな場所に発
見することができます。その木の葉っぱを調べて
いるところですね。
 次も調べ学習の写真ですね。こういうふうに総
合の調べ学習をしているので、理科の調べ学習で
も、積極的にアオムシの観察とか行っています。
 この写真は、隣島の阿嘉小学校の子どもと合同
で指導しました。阿嘉小学校の３年生は一人とい
うことで一緒に行っています。というような感じ
でシカの調べ学習を行っています。
 取り組みへのとまどいと不安 慶留間小学校で
は総合の時間に地域のことを理解しようというこ
とで、３、４年生はケラマジカを調べようと設定
されています。
 総合学習の中でですね、ぼくはもともと沖縄本
島で総合をやっていたんですけど、正直ちょっと
授業の展開が難しいなということで、そこで慶留
間で本格的にやってるよと聞かされて、「ちょっ
とヤバイなー」と思いました。その時の不安とと
まどいです。
 まず、何をどうやって調べていいか分からな
い。ケラマジカについて調べるということだけ
ど、いろいろとこれまでにやってきているのに、
何を調べたらいいのかどうやって調べたらいいの
か分からない部分がありました。
 ２つ目。授業の進め方、ぼくの勉強不足もある
んですけど、来てみたらとくに連携もあいまいで
すし、どうやって進めていけばいいのだろうと不
安だったです。
 ３つ目。児童への課題の見せ方。これまでやっ
てきているので、何を調べさせたらいいのか。前
にやった人たちとかぶっていいのかなという不安
もありました。
 ４つ目。調べ方、まとめ方ですね。実際シカ探

検に行ったんですけど、どうやって調べさせれば
いいのかまとめればいいのか。
 ５つ目ですね。遠藤先生です。大学の学生さん
たちは遠藤先生の授業を受けるのをなんとも思わ
ないかもしれませんが、学校現場に大学の先生が
入ってくるのは、こちら側としてはドキドキする
んですよ。遠藤先生が一番プレッシャーでした。
いまはいい先生ということが分かっているので。
 それから個人的な意見として、長期の探検活
動。沖縄の陽ざしは殺傷能力がありましてほんと
に暑いです。ぼくもほんとは色白なんですけど、
真っ黒になっていてですね。子どもたちは外に出
るのを楽しみにしてるんですけど、雨が降ってく
れないかなあと考えている時もいまだにありま
す。
 このように不安や戸惑いばかりでした。
 子どもをその気にさせる教師の役割 ではどう
やって取り組んだかというと、やはり外の学習活
動の時間をたくさんつくりました。どうしても課
題を見つけるためには、外に出て見つけさせるの
が大切かなと思ったんです。でもなかなか課題は
見つからないまま帰ってきたり、収穫がなかった
りすることが多かったです。でもメモをしっかり
書かせました。なるべくたくさん書かせるんです
ね。何も発見がなくても、何も収穫がなくても、
とりあえず今日行ったことを書いてごらんと書か
せていったら、何かしら疑問点がほんのり、不思
議に思うことが書いてあるんですね。そこを見つ
けて、キーワードになる言葉を教師が見つけて子
どもたちに気づかせる。それを課題を持たせるよ
うな形にしていきました。
 例えば春華さんは、糞が見つかりましたと書い
ているから、これを調べさせたらいいんじゃない
かなあとぼくが考えて、でも本人には糞のことを
調べなさいとはひと言も言わないで、誘導尋問と
いうか、うまくここに目が行くような形にしてい
きました。自分で課題を見つけた気にさせるとい
うことが大切かなあと感じました。
 いろいろ疑問を持っている中で、本当に自分で
調べさせることができるものを焦点化することが
大事だと思います。やっぱりファイルですね、こ
れにたくさん書かせたことを入れてですね、その
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中から種を見つけるという作業をやりました。
 遠藤先生はいつもそれを見守ってくれていてで
すね、それがたくさん書かせることによって最後
の研究発表につながったのではないかと思いま
す。
 課題が見つかったのが７月ぐらいでした。４月
からずっと探検に出て、課題が見つかったのが７
月。少し遅いかなあと思ったんですけれど、何と
か課題が見つかったので、そこから「よーし、こ
れでいこう」というふうに持っていきました。
 まとめさせ方ですね。これはまず、いろいろ調
べた中で、自分の考えで自分の字で、裏紙なん
ですけど、これに鉛筆で書く。こうやって鉛筆
で書かせました。そんなに難しく考えなくてです
ね、子どもたちはいろいろ自分たちでやるもんだ
から、中身はどうだろうというのもあるんですけ
ど、楽しそうにどんどんまとめていくんですよ。
それをパソコンでまとめようということで、取り
組んだんですけれど。まず３年生の男の子は文字
入力をあまりやったことがないんですね。だから
時間が遅い。２時間かけてできたものがこれです。
少しずつやって３回目で１ページになっていま
す。だんだんスピードが速くなってきて、楽しみ
ながらやっていました。覚えるのが早いですね。
 これにワードアートの仕方や写真の入れ方。写
真の入れ方は教えてませんね。ワードアートを教
えていたら、自分で考えていろいろデザインして
います。空白のところがあるんですけど、ここに
写真を貼っていくというのを自分で考えて作って
います。
 ４年生の女の子は、文字入力はできていたの
で、まずは文字だけ。たくさん打ってますね。２
回目にワードアートと写真の入れ方を教えると、
どんどん入れて楽しそうでした。いろんなことを
どんどん入れるんですね。３回目で「もうこんな
できた」と教えるんですよ。まあ、なんとか形に
はできてるんですよ。遠くから見たときは。でも
中身が問題。まとめたことが一切書かれていな
い。ちんぷんかんぷんなのを作っていました。で、
最後の写真と絵は、この写真をインターネットか
何かで調べて、これを貼りたいがために、最後に
貼る写真を全部カットして、芝生の写真とこれを

くっつけて、今までやってきたことを全部無視し
て、最後には、「鹿は首を曲げて食べることが分
かりました」とまとめていて、ぼくもこのときは
びっくりしたんですけど。
 そこから２人とも軌道修正タイムですね。この
辺はもう教師が、まとめ方は難しいので、教師が
手助けしていいのかなと思います。できるだけこ
の子たちが調べたことを発表させたかったので、
ここはぼくの考えで、こうやってまとめていこう
というものに、子どもたちがうまく自分たちで
作ったような形でまとめさせていくというような
ことをしました。ここは教師側が意図してやって
いってもいいと思います。完成したものに本人た
ちはとっても納得していたので、自分たちで作っ
た気になっているんだなあと思いました。
 様々な授業につながる効果 この授業には様々
な波及効果があります。いろんな面でいいことが
ありました。まず１つ目は自分で調べる習慣。ど
んな授業でも自分で進んで調べる光景がよく見ら
れます。例えば国語の時間に分からない言葉が
あったら辞典を借りに行って、そこでぱっと調べ
る。辞典で調べたり図鑑で調べたりする。
 ２つ目は、社会の授業ではインターネットの画
像でも百聞は一見にしかず、見たらパッと分か
る、自分で使えるような空間にしてあります。こ
のへんはちょっとよしとしている部分がありま
す。
 ３つ目に自分の考えを提案する授業ができる。
これは算数の授業でも行っているんですが、総合
の時間でも使えるようになりました。算数のおも
しろい発想とかあったら、必ず発表させる、しゃ
べらせる。相手に気づかせるような表現の仕方
を、本人たちはがんばっています。
 ４つ目に観察力。普段の生活からいろんな興味
を見つける。たくさん見る力が育ってきていると
思います。前回沖縄に台風が来ていたんですが、
その時ブーゲンビリアの葉っぱが全部飛ばされ
て、このブーゲンビリアはもうだめかなと思った
んですが、逆に新しい葉っぱが生えてきて、とっ
ても元気になってるというのを、子どもたちから
気づかされた場面があります。
 ５つ目に、島のよさが分かります。外に活動に
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行くことで、島の特徴が分かって、地域の人たち
に会うこと、あいさつをすると、地域の人たちが
見守っているよという安心感があるんじゃないか
なと思います。子どもたちは船でよく那覇に行っ
たり本島に行ったりすることがありますので、比
較客観的に島を見れている部分があって、それを
踏まえて、慶留間島が好きと、島が大好きだよ
と、子どもたちが堂々と口にしている場面がよく
あります。
 ６つ目に、何でもメモを取っています。子ども
たちが好きそうな小さなメモブックがあるんです
けど、これに気づいたこととかひょっと感じたこ
とをメモするクセがついている。１つ困っている
のは、会った人の話はメモしないんですね。でも
いろんな場面でメモすることが、教師から言われ
なくてもできてることがよくあります。
 ７つ目は、目標設定ということで、常に今日は
こんなことをしようと考えています。口だけでは
なく、朝の会で今日はこんなことをがんばりたい
ですと言うんですけど、実際に子どもたちを見た
ら、その行動を心がけている場面が常に見られま
す。一日毎時間、それから放課後陸上の時間とい
うのがあるんですけど、そういうのも目標設定、
今日は何をするというのを決めて動いているの
で、大人でも感心することがよく見られます。
 普段の取り組みが実を結んだ学会発表 学会の
発表会では、私の目から見てもとても堂々と発表
しているのはよかったんですけど、やはり発表す
る場、場数が必要かなと思います。まず学校で取
り組んでいることですね。音読朝会といいます。
５、６年前から取り組んでいますが、毎週火曜日
の朝の１５分間、発表者は毎週替わっていくんです
ね。聞いているほうも必ず一人ずつ感想を言うと
いうことで、しっかり聞かないと感想を言えない
ので、１年生から必死に聞いて、お兄ちゃん、お
姉ちゃんたちがやったことを評価する場面も見ら
れてですね、とても場慣れしているなあと思いま
す。これは私が来る前からそうでしたので、先輩
の教師に聞いてみると、島の子たちはシャイで、
大勢の前で話すのは苦手という子が多かったので
この場を設けて大勢の前でもしゃべれるようにし
たいということがあって、それが伝統的に受け継

がれています。こういうことで、堂々と発表する
ことができるようになったのかなあと思いまし
た。
 日頃の授業ですね。日頃から人数が少ないの
で、発表者にならないといけないというのがあっ
て、授業の中でも必ず３回以上は発表させていま
す。つぶやきとかも大勢の中では大事なんですけ
ど、子どもたちがつぶやいたことを、もう一度
ちゃんとした発表の形でやってごらんと、時間を
かけて考えさせて発表させる形にしています。
 儀式的行事でも作文を１枚書いて、一学期の反
省、夏休みの計画、二学期の目標を書かせて、覚
えて、舞台の上で発表するという場を設けていま
す。だから終業式とかすぐ終わるかなと、来る前
は思ったんですけど、１時間みっちりかけて発表
させています。学習発表会。子どもたちは人数が
少ないのでいつでも自分たちが主役ということ
で、落語の「寿限無」を２人でやったんですけど、
演じきって話すことができました。「アドリブを
使っていいですか」と、子どもたちがそういう言
葉を使うのはすごいなと思いました。
 地域行事ですね。地域の行事がたくさんありま
すので、その場でも発表したり、司会をすること
が多いですね。いろんな場面で発表する場をたく
さん設定しています。それで沖縄生物学会での発
表も、これまでの成果が出たのかなあと感じまし
た。
 必要なのは教師の「心のゆとり」 ということ
で、いきいきと語りだすにはいろいろな要素があ
ると思うんですけど、総合の時間に要素があると
すれば、心の部分じゃないかなと思います。ゆと
り教育とかそういう概念ではなくて、心のゆとり
ですね。調べ学習に行くときも、ゆったりとした
感じで時間が流れています。ぼくも最初慶留間に
来たときは、そのゆったり感がなじめなくてです
ね、あれさせよう、これさせようと、空いた時間
が来たら次へ進もうと焦ってばかりいたんですけ
ど、同行した遠藤先生は、子どもたちと一緒に
ゆったりしているんですよ。あ、これか、遠藤ス
タイルは…楽しそうだなあということで、そこか
ら自分もゆっくりしよう、ゆったりしようとなっ
て、何かゆとりを持って調べ学習を進めることが
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できたと思います。
 子どもたちはこの調べ学習をしながら道草食っ
たり、ふざけながら、糞の匂いをかいだり、遠藤
先生も子どもたちと一緒にのんびり調べ学習を
行ったり、またゆっくり流れている時間に校長先
生が業を煮やして「大丈夫かねえ」と言ってるん
ですけど、「先生、顕微鏡で糞をのぞいてみませ
んか」と校長先生を呼びに行ったり、そういうふ
うに、焦らずに、流れに任せたような授業を行っ
ています。自分も楽しみながら、とりあえず「行
くか」「何か発見できたらいいね」と言葉かけを
しながら行っています。子どもたちは楽しみなが
ら、自分たちが先頭に立って、ぼくは後ろから、
なんと言うか、支えてあげるような形で、授業を
進めていけばいいのかなあと思いました。
 発見するまで待つ心。子どもたちが発見するま
で、時間がかかるんですけど、それを待ってあげ
るのが一番難しいと思うんですけど、大事じゃな
いかなあと思いました。子どもたちは自分の考
え、自分で発見した事を、自分の考えで語れます
ので、いきいき話せていたんじゃないかなあと思
います。
 ということで、参考になるかどうかは分かりま
せんが、今日はどうもありがとうございました。

磯部 きょうは、中村先生は標準語を勉強してき
たとおっしゃっていましたが、いかがだったで
しょうか。この後休憩に入りたいと思いますが、
その前に確認のご質問などがあればお受けしたい
と思います。
質問者１ 自分は塾の講師で中学生を教えていま
すが、いま小学生のスローガンで「時間が大事」
といって、ぼくらは受験勉強を教えているので余
裕がなくて大変なんですが。この総合の時間とい
うのは週何時間なんですか。
仲村 去年までは週に３回。
質問者１ １コマは４５分、その中で外に行って
帰ってくると。結構いまの時間的な話の中でいう
と少ないような気がするんですが。
仲村 本当は分かれているんですが、１校時から
４校時までまとめて使ったりしました。
質問者２ 御池小学校の竹下と申しますが、２点

ほど質問です。まず外に出る時間は全体のどのぐ
らい使われているんでしょうか。もう１つは、や
はり総合の学習の時間は子どもたちがどれだけ興
味を持って取り組んでいるかということ、それを
維持することが大事だと思いますが、いまのお話
では非常にいきいきと調べていてすばらしいと思
います。その秘訣はどこにありますか。これまで
も積み重ねで自ら調べたいという態度が出てくる
のか、あるいは島の子たちがもともとそうなのか。
そこを教えていただけたらと思います。
仲村 ４月から週３回の総合時間、減ってきてる
んですけど、この時間はほぼ活動に当てました。
雨が降った場合も多かったんですが、雨のときは
ほかの授業に当てて、その分また時間を取りまし
た。子どもたちがとても楽しみにしているので。
いつも見ているシカなんですけど、やっぱり外に
出るうれしさがある。ぼくのほうから、「きょう
は国語にしようかな」と言うと「えー、やだー」。
もう子どもたちに外に出るのは楽しいよというの
を植えつけてですね、ぼくは外へ行くのは嫌なん
ですけど、逆に演じきりましたね。島の子自体、
こういう関心はあったと思います。男の子は沖縄
本島の子なんですけど、島の子と一緒に過ごすこ
とによって、島の自然にとても興味を持って一緒
に調べていきましたね。

磯部 では質疑応答の時間に移らせていただきま
す。遠藤先生もこちらへどうぞ。
 きょうは「小学校へき地校の挑戦」というサブ
タイトルでお送りしているんですけれども、私自
身は心理学が専門で、こういう仕事をしていると
最近の子どもはコミュニケーション能力が低く
なっているとか、学ぶ意欲というのがあまり見ら
れないということを方々で聞くわけですね。そう
いったお話をしている中で日頃、遠藤先生が「島
の子どもを見てごらんよ、イキイキしてるから」
とおっしゃるので一緒に行ってみたら、本当にい
まお話にあったとおりなんですけれども、本当に
いきいきとしている。自分の言葉で考えているこ
とを発表していました。いろいろな要素はあるん
だと思うんですが、今回は自然を活かした教育を
するという観点で、子どもたちがいきいきと語り
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だしている秘訣というか秘密というのを探ってい
けたらいいなという趣旨でこの会を開いていま
す。ですので、すごく自然に恵まれたところのお
話なんだろうなということではなくて、この話を
ヒントにして自分達の教育実践で何が活かせてい
けるかという視点でこの質疑応答を進められたら
なあと思っています。
質問者３ 野尻小学校の富永と申します。お二人
に質問なんですが、総合の進め方について仲村先
生のお話では子どもたちに課題を見つけさせるの
が難しいということでしたが、きょうの発表はシ
カの生態についての調べ学習が中心なのかなと感
じたんですが。このシカが天然記念物であること
でこれを守るための取り組みについて、例えばエ
サを増やすとか、絶滅寸前であればそういったこ
とも考えられるし、農作物の被害が大変というこ
とであれば、そこら辺の考えも出てくるかと思う
んですけれど。小学校が取り組んでいるシカに関
する調査研究と、民間や役場との兼ね合いという
んですか、といったところでシカを守っていく。
そして学校と地域社会の関係がどのように求めら
れているのか。子どもたちにシカの生態を明らか
にした上で、どんなふうにシカを守る取り組みを
しているのか。あと地域社会との関わりとか、そ
ういったところのお話とか聞きたいなあと思いま
した。
磯部 総合的な学習の時間の中でのシカの研究と
シカの保護との関係ですね。そこの地域との関係
が何か。
遠藤 じつはケラマジカ研究を学校で始めたのは
保護の目的が最初にあって、ケラマジカは畑を荒
らす害獣という意識が地域ではすごくあって、そ
の中で子どもたちは育っていくものですから、ま
あ普通にケラマジカは害獣という意識で育ってい
くんですけれど。ただ一方で天然記念物にもなっ
ていて、生物学的にも非常に興味深いシカという
ことで、村の教育委員会としては保護していきた
い。その時に、結局は地域の人たちがこのシカを
どうするかというのを考えていってほしいと。研
究者の外圧とかで、これは珍しいシカだから守り
なさいというふうに、そこに住んでいる人を飛び
越して守りなさいということはできないだろう。

地域の人たちが考える。その時に学校教育の中で
シカのことを取り扱っていて、まずシカのことを
知ろうじゃないかということがスタートなんです
ね。
 そうやっていますと、今度は地域の人たちか
ら、害獣なんだから駆除しろとか、どこかへ持っ
ていけという話しか聞かなかったんですけれど、
子どもたちが調べている大事なシカだから守って
いこうじゃないかという声が出てくるんですね。
保護と言ったときに必ずしもシカにどんどんエサ
をあげて守ってあげるということではなくて、そ
こに住んでいる人とシカの関係がどう適切なもの
であるかというところが大事だろうと。もちろん
人は住んでいるわけですから、畑を荒らされても
我慢しなさいという話ではなくて、どういう知恵
を使えば人とシカの折り合いが付けられるかと。
そこを地域の人たちに考えてほしいというのがこ
の研究のスタートなんですね。しかしそれをやっ
ている中で、いろんな学校教育につながるような
ことが見えてきたというのがきょうのお話なんで
すね。
磯部 仲村先生のほうから、子どもたちがシカを
守る意識なりシカをどう思うかの変化とかあれ
ば。
仲村 シカを守るとかシカの保護のこととかです
ね、正直ぼくは手一杯で、そこまで考えられてい
ないんです。子どもたちもそういう意識があるか
なと思ったら、そういうことはないかな。いまこ
れやっているのが楽しくて、シカをどうしよう、
こうしようというのは、ぼくのほうも指導しきれ
てないんですけど、子どもたちはこのことでいっ
ぱいだったんじゃないかなと思っています。この
先いろいろ、だから保護しなきゃいけないよねと
か色々教えていけたらいいかなと思います。なの
で、いっぱいいっぱいでした。
遠藤 補足と言いますか、５、６年生の総合学習
で地域の自然保全ということが出てきて、その中
で森林を使って薪を使っていろいろなことをやろ
うというのをやっている。これは先程出てきた、
子どもが突撃インタビューをした時に、森に手を
入れていた時代があった事を子どもたちは知った
んです。それをしていたのは誰かというと、慶良
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間では昔から慶良間節という鰹節を大々的に作っ
ていて、漁師が里山管理をやっていたという歴史
があるわけなんですよね。今は誰も作っていない
のでこれを５、６年生の総合学習の中で再現しよ
うというのをやりました。これは本当に地域の協
力がないとできないんですけれど、地域の方が鰹
節を作るなら鰹から釣らないとダメだと言い張っ
て、船を出すからと言って子どもたちを船に乗っ
けて、１時間ほど乗って、見事にこれぐらいの鰹
を釣って帰ってきた。それを捌いて燻製にすると
いうことをやっていく。小学校全体の中で、３、
４年生はケラマジカのことをやるんだけど、それ
は５、６年生で発展させて生態系の中での位置付
け、そういうのを今からやろうとして今まさに取
り組んでいるところです。
磯部 もう１つか２つ、ご質問があればお願いし
ます。
質問者４ 私は鹿児島の私立の高校で教員をやっ
ている岩崎といいます。
 仲村先生のお話の中で、生きる力ということで
紹介がありましたが、ひとつ疑問がありまして質
問させてください。仲村先生はずっとこの小学校
にいるわけではなく転勤なさるわけで、遠藤先生
の言うように人材育成も大事でしょうし、また子
どもたちの生きる力の育成の面でも大事だと思う
んですけれども、そのあとですね。仲村先生がい
なくなって、校長先生が代わられた後もカリキュ
ラムの中に入っているということは、引き継ぎが
必要だと思うんですが、それはどのようになされ
るのか。また遠藤先生がこのまま沖縄の島に関
わっていくのか、それは地元の人たちだけでやれ
るようにしていくのか。そういうことをお聞きし
たいんですが。
仲村 じつはぼくが来たときに、前の３年生の先
生が教員をするのが初めてで、もともとは中学の
社会の先生で、臨時の先生だったんですね。そう
いうことで引き継ぎがなかったんです。連携もあ
いまいでしたので、ほかの先生から教えてもらい
ました。地域の方と結婚した先生がたまたまこの
学校に残ってたんですね。その先生はずっと慶留
間小学校にいる先輩で、その先輩からずっと教え
てもらっていたんですけど、今回は、あまりやり

すぎてもいけないんですけど、こんなときはこれ
をしたほうがいいよという連携をしっかりやっ
て、いま話したようなことを新しく来た先生に伝
えていけたらいいなと思います。それでもやっぱ
り糞のことを調べるわけにもいかないので、そこ
は次の先生に、遠藤先生にお任せして、育てて
いってほしいと思います。ぼくのほうも本島に
戻ったらいまやっていることが通じるかどうか、
３０名近くの子どもたちに対してやってうまくい
くかどうかということが不安です。でも何かでき
るようなことから始めていきたいなと思っていま
す。
遠藤 こういう形を作って学校の中で完結してい
くのが理想ではあるんですけど、でもまだ沖縄に
通いたいので、「求めてほしい」。
質問者５ 私は子育て支援の立場でこの講演を聞
かせていただいたんですけれど、日本の子ども政
策に欠けているポイントがすべて凝縮されている
なと思いました。さらに教育の原型じゃないかな
と思いました。その一つは、「なぜ」というふう
に問いかけてその答えを待てる時間があるという
ことが重要だと思いました。それを自然に遠藤先
生は自分の研究でやっておられるんですけども、
本当はこれはすごく大事で子どもにとって必要な
ことで、教育政策に必要な視点だと思います。先
生が自然に向かわれて研究をされていることが、
じっと待つというところが根底にあるのではない
かと思いました。
 あと一つですね、長期的なというお話が出たん
ですけれど、これは中学校との連携をどのように
やっているのかと、こういう体験をした子どもた
ちがいったん外に出ても、やはり島のよさが分か
ると先生も言われたんですが、また地域に戻って
くるきっかけになる。またいろんな問題を起こし
て生きる力を失ったとしても、こういう経験があ
ればまた生きる力を取り戻して元気になることが
できる、もしかしてきっかけになるんじゃないか
なということを感じました。その意味で、環境学
習について子どもの育ちを含めた長期評価ができ
たら良いなと思いました。
磯部 ３、４年生でこういう教育を受けた子ども
たちがその後どういう道を歩んでいるのかという
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ことがあればお願いします。
仲村 環境教育について３、４年生でシカの生態
についてやっているんですが、中学校も併設され
てるんですけど、じつは中学校からの総合は、福
祉とかそういうほうに持っていっているようで、
あまりつながりがないんですよね。この辺はぼく
なんかも中学校の先生とお話ししてつなげていけ
たらいいなと思います。ただここで身につけた総
合が中学校でも生かされている場面も聞くことが
ありますので、うまく調整して自然保護も中学校
にお願いしたいなと思います。阿嘉小は中学校と
一緒に連携してやっているので、そこを見習って
やっていけたらいいなと思います。
遠藤 教育の連携ではないんですが、こういう経
験をした子どもたち。一昨年、発表した子は６年
生になったとき夏休みの自由研究で、こっそり自
分で植物の構造をよく調べていて、それをまとめ
て、じつは同じときに学会で発表しています。そ
の子は（シカのことを)学会で発表したときに琉
大の植物の先生の発表を聞いて、一つの植物のこ
とをずっと詳しく調べることの意味を強く感じた
ようです。すごくおとなしい子で積極的な子では
なかったんですけど、いつの間にか琉大の先生と
名刺交換していて、知らない間に文通とかもして
いて。それで今回中学生になったときに、６年の
ときに調べたことの発表をした。それはセンダン
グサ。種がこういうところ（ズボンの裾)にいっ
ぱい付くんですけれど、それがどうやって付くか
という仕組みを解明するということで自分で実験
して、その発想がすごくおもしろいとその先生か
らコメントをもらったりしています。もう一つお
もしろかったのは、動物にくっついて運ばれてど
こかに落ちるんですけれど、落ちる仕組みを調べ
たいというような発想でしたよね。その発想とい
うのはなかなかないなということで、新たな発想
が出てきている。これは個人の興味によるんです
けど。ちなみに最初にシカの研究を始めた少年は
サッカーに没頭しています。
磯部 ありがとうございました。ここでいったん
切らせていただきたいんですけれど、最後にひと
言ずつ。
遠藤 きょうは自然を使った教育ということだっ

たんですけれど、最初に申しましたようにたまた
ま自然を手段に使っているという話で、本質は子
どもたちにいろんなことを見つけ、考えさせ、表
現させるということを、何を使ってやるかという
ことで、一例として自然を使った教育ということ
で紹介させていただきました。自然教育とか自然
体験というのは子どもたちの年齢によってくるん
ですが、小学校４年生あたりからすごくいろんな
ことを思いついて、いろんなことを表現できる年
代じゃないかと思っています。この時期にこうい
う学習するというのはとても大事なことだと思い
ますし、もちろんこれを全教科でやるというので
はなくて、せっかくある総合学習ですから、いま
時間はどんどん減ってきてはいるんですけれど
も、有効に使うことができるんじゃないかと思い
ます。そのための知恵を、みんなで出していった
ほうがいいかと思います。
仲村 きょうは遠藤先生に呼ばれてここまで発表
させてもらったんですけど、対象が学生ぐらいの
年齢かなと思って言葉もあまり考えないで、当日
になってから、先輩方もたくさんいらっしゃいま
すので、ビビリました。ということで舌足らずな
ところがいっぱいあったと思うんですけど、標準
語でしゃべろうと思ったんですけど、それどころ
ではありませんでした。伝わったかなあというと
ころと、まだ言い足りなかったこともあるような
気がします。参考になればと偉そうに言ったんで
すが、まだ試行錯誤中です。皆さん一緒にがんば
りましょう。
磯部 一つ心に残っているエピソードがあって、
去年の沖縄生物学会でしたが、子どもたちが発表
したあとに、専門家のほうから「シカは好きです
か」という質問があったんですね。それに対して
子どもたちが「好きかどうかは分からないけれ
ど、もっと知りたい」と答えたんです。その知り
たいという気持ちが愛する気持ちにつながって、
守りたいという気持ちにつながると思うので、逆
にそのドキドキの気持ちを引き出す、知りたいと
いう気持ちを摘まない、ということが大事だなと
いうことをその時に感じました。
 きょうは足下の悪い中こんなに大勢来てくだ
さって、一同喜ばしく思っております。どうもあ
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りがとうございました。

「子どもがいきいきと語り出す授業」会場アンケー
トの回答
来場者： ４７名 アンケート回答者：２７名

１．あなたのご職業は？
 保育士        ２名
 小学校教諭      ８名
 中・高等学校教諭   １名
 大学教員       ４名
 教員以外の公務員   １名
 会社員        １名
 その他        １０名

２．今回の講演会をどのように知りましたか？
 案内チラシ      ５名
 南九大HP      ０名
 センターブログ    １名
 知人等から      １５名
 その他        ６名

３．講演会についての感想
 ・ ゆったりとした雰囲気の中での講演会で参加で
きました。総合学習のねらいがまさに本日の実
践に込められていたと思います（小学校教諭)

 ・ 一つのことに「疑問」を持つ事が大事だと思い
ます。そしてその疑問を口にして、発表する
場、議論する場が必要だと感じます。子どもだ
けではなく、大人社会にも非常に必要なことだ
と感じました。現場に必ず答えはあると信じて
います（市議)

 ・ 現場の教員のナマの感想が聞けてとても参考に
なった。総合的な学習の時間の多くが自習や
LHRに充てられている高校でも、いい参考に
なる事例だった（高校教諭)

 ・ 待つ大切さを改めて感じた。忍耐強く（大学教
員)

 ・ 何もわからず参加させてもらいましたが、自分
の知らない教育の方がたくさん行われていて、
とても未来のある事だなとうれしく思いまし
た。楽しい時間をありがとうございました（医

療関係)
 ・ 子どもたちのいきいきした様子が伝わるほどで
した。大変興味深い内容でした（大学教員)

 ・ 説明がていねいでわかりやすかった（鹿の話)、
あくまでもあなた（生徒)が主役という教え方
は高く評価されます（仲村先生)（元私立高校
教師、元私立幼稚園事務長)

 ・ 前回に続き、また参加させていただきました。
とても面白かったです。ありがとうございまし
た。またこのような講演会があれば参加したい
です（保育士)

 ・ 総合的な学習の進め方がわかり、有意義な時間
でした（小学校教諭)

 ・ 総合学習という授業。この都城の小学校ではど
こまで行われているのか？どこまでできるの
か？すごく気になりました。こどもたちにとっ
ては授業として…だけでなく、それが遊びとし
て行われていくように工夫できないか？と考え
させられました。大きな学校ではなかなか難し
いですね（保育士)

 ・ 総合学習の時間が削られている流れの中で、こ
れだけの実践が行われているのはとても興味深
いです。都市部の学校ではおそらく不可能だと
思います。自然に恵まれ、良い教師に出会った
ケラマ小の子ども達がうらやましいですね（退
職者、エコの会)

 ・ 教員でない私には少し場違いのようでもあった
が、総合学習という意味では役立つ部分もあっ
た（会社員)

 ・ ありがとうございました。これからも学校との
かかわりをよろしくお願いします（小学校教諭)

 ・ 日常の中に「知の探検」を求めて、地域からロー
カルから、なぜ？を発信し、普遍化する取り組
みに共感しました。

 ・ 誰でも参加できる雰囲気がとてもいい（子育て
支援)

 ・ 時間も適当で、お茶を飲みながら、リラックス
して学ぶことができました（市議)

 ・ 教育には「間（時間の余裕)」が必要だという
ことを改めて感じました。勉強になりました（塾
講師)

 ・ 技術系の仕事をしており、子どもの教育とは直
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接かかわりはないが、後輩の教育また、自分自
身の成長に役に立つ非常に有意義な講演でし
た。来てよかったです（会社員)
 ・ すばらしい環境の中で問題解決的な学習が展開
されており、うらやましくも感じた（小学校教
諭)
 ・ 今日の講演を聞き、自分の授業にも活かしてい
きたいと思いました。ありがとうございました
（小学校教諭)
 ・ 小・中学校の統廃合が進んでいますが、へき地
校には「効率」ではなく「効果」を求めるべき
なのかなと考えたところです（公務員)

 ・ 今日はありがとうございました。「プロセス重
視」とシカの研究はその手段であるということ
を実践を通して話して頂いて、とてもわかりや
すく、興味深く聞かせていただきました。次の
会も楽しみにしています。ありがとうございま
した（大学教員)

 ・ アットホームな雰囲気で楽しくお話を聞くこと
ができました。たくさんの方の意見、考えも聞
けてよかったです（主婦)

 ・ 「総合的な学習の時間は現場では見放されつつ
ある」と認識していました。しかし、本日の講
演で原点に戻っての実践の積み上げが今こそ必
要だと考えが変わりました（小学校教諭)
 ・ スケールの大きな学習だと思えるが、子ども達
はたのしくゆったりした時間の中で進んでいる
ことに感動した。「見つけ、考えさせ、解決し、
表現する」「環境は一つの手段である」…遠藤
先生のお考えが伝わる言葉でした。ありがとう
ございました（小学校教諭)

４．今後の講演会において希望するテーマ
 ・ 大学の先生との理論研究が学校現場でどう実践
されているか。その事例を紹介する場を作って
ほしい（小学校教諭)
 ・ 他の現場の総合学習の事例（高校教諭)
 ・ 今まではデンマーク、沖縄なので、今度は都城
周辺の事例で‼（大学教員)
 ・ デンマークなど北欧の教育・福祉・医療に興味
があります（医療関係)
 ・ 障害児に関するテーマの講演を希望します。自

閉症、不登校児、引きこもり、DVなど（元私
立高校教師、元私立幼稚園事務長)

 ・ 自然、保育、農業にかかわる実践、活動が教え
てもらえる講演会（保育士)

 ・ 同じテーマで（小学校教諭)
 ・ 子どもの周りの環境構成について。他県の取り
組みなどをもっと知りたいです（保育士)

 ・ 環境にかかわる実践を中心に据えて、子ども達
が生き生きと取り組んでいるテーマの話をさら
に聞きたいですね。子どもたちにとって、この
短い期間の体験はとても大切だと思います。ダ
イヤモンドの原石だと思います（退職者、エコ
の会)

 ・ 次回の教育シンポジウムを是非聞きたい（子育
て支援)

 ・ 教育全般（市議)
 ・ 中等教育における「環境教育」「自主性の育成」
などの方法。具体的な事例などについて学びた
い（塾講師)

 ・ 児童心理について再度（大学のとき学習したが)
講義を受けたい（小学校教諭)

 ・ ジオパークのなかで活かされる教育について勉
強がしたいと思いました（主婦)
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